
可
観
小
読
経
四
十
五

此
E
も
砦
の
類
陀
て
妖
星
と
す
。
但
此
度
の
足
と
は
少
し
注
あ
る
か
。

右
古
史
の
趣
K
τ
吉
凶
大
K
泣
ひ
た
り
。

此
皮
の
基
を
占
時
は
、
紫

入
二
六

微
の
内
に
有
之
陀
囚
て
、
人
医
の
兆
陀
は
あ
ら
止
y
o

凡
客
足
現
宇
る
者
は
、
下
土
佐
大
風
・
大
卒
あ
り
て
燥
熱
の
集
積
浦

し
、
天
ょ
に
協
筑
な
き
時
は
駒山
包
と
な
ら
宇
、
土
を
挟
ん
で
上
到
し
、

品
宇
陀
附
て
光
を
裂
し
、
天
筑
に
簡
れ
て
旋
轄
す
。
勢
ひ
袋
ん
に
し

て
さ
を
生
じ
、
漸

h
k

陀
勢
ひ
裁
て
務
足
石
と
成
と
云
。
馨
口
伝
説
や
る

時
は
、
燥
熱
を
以
て
下
土
の
滋
気
配
乾
か
す
に
依
て
疾
病
を
な
し
、

或
は
大
震
・大
風
勾
の
措置
あ
り
、
此
故
陀
凶
鮮
と
す
ロ
然
共
天

K
附

て
旋
柿
押
す
る
も
の
故
、
何
嵐
の
凶
鮮
と
い
ふ
柑
酬
を
不
知
。
今
絞
る
に

客
星
の
天
は
甚
だ
卑

t
、
星
組
も
甚
小
さ
し
と
い
へ
ど
も
、
下
土
の

筑
の
助
〈
る
所
主
以
て
光
芭
の
大
な
る
を
見
る
。
共
筑
に
預
ら
ざ
る

地
は
不
見
の
理
あ
り
。
此
度
の
忠
一日
本
の
天
頂
K
あ
ら
宇
。
殊
K
去

歳
日
本
陀
大
風
・
大
卒
も
な
し
。
Mm
ば
日
本
の
燥
熱
陀
も
有
ベ
か
ら

宇
、
北
方
蝦
夷
・縫
組
の
地
の
客
足
耶
。
日
本
の
地
陀
於
て
も
幽
に
見

え
候
も
の
は
、
少
し
は
共
気
の
預
る
所
あ
る
か
。
古
史
陀
客
足
の
士
ロ

凶
を
一
耳
も
の
は
、
時
世
の
盛
衰
治
乱
を
以
て
一
宮
、
必
聞
記
の
吉
凶
陀
は

あ
ら
ざ
る
也
。

去
多
以
来
常
容
に
到
て
、
上
元
農
或
は
牽
流
星
と
い
ふ
産
出
て
、
人

決
た
り
。
南
保
玄
隆
明
昨
楽
を
施
す
。
夫
織
部
放
後
子
今
存
在
す
。
異

病
と
云
ベ
し
。
元
総
初
年
京
師
五
僚
の
溢
陀
、
二
三
歳
の
小
児
口
よ

り
奨
を
吐
出
す
る
疾
あ
り
。
諸
閣
議
を
施
す
と
い
へ
ど
も
無
v
験
。
或

大
葱
の
白
棋
を
煎
じ
、
一
策
夜
陀
五
六
皮
用
之
、
二
七
日
に
し
て
其

疾
疫
を
将
褒
せ
十
と
去
。
此
方
古
替
に
山
づ
と
云
。
筑
前
の
磁
香
月

評
盆
鋭
=
牛
山
-者
共
出
虎
を
不
v
詳
。
後
誠
=
法
苑
珠
林
一
其
普
第
百
十

を
賞
制

mk、
引
昌阿
育
王
経
-
云
。

阿
脊
王
口
中
共
き
と
と
誕
の
如
〈
、
間
身
毛
孔
よ
り
挺
汗
溢
出
づ
。

玉
の
夫
人
情
夫
締
園
中
陀
令
し
て
、
王
の
病
の
如
在
者
を
謂
求
し
む
。

一
小
児
あ
っ
て
王
の
病
陀
似
た
り
。
此
児
の
胆
を
制
か
し
め
て
見
る

に
、
怪
き
盆
あ
っ
て
動
き
走
る
。
融
制
師
に
命
じ
て
訪
の
毒
薬
を
以
て

攻
れ
ど
も
ひ
る
ま
4
1
0

訓
郡
白
根
を
前
…
、
汁
世
相叫
ぎ
ぬ
れ
ば
北
ハ
描
忽
死

す
。
帥
葱
白
根
の
前
…
汁
を
阿
育
王
に
進
む
。
怪
き
品
玉
の
大
使
と
共

陀
下
て
共
病
治
す
と
な
り
。

右
牛
山
所
著
小
児
必
用
抜
書

-
、
半
女
子
大
脊
外
二
軍

市
白
操
太
子
否
得
v
立
。
抱
白部
郎
辛
枇
頚
-
而
言
日
.
辛
君
知
=
我
喜
-
不
。
枇

以
告
=
其
女
悲
英
↓
歎
目
。
太
子
代
v
君
主
=
宗
廟
祉
税
一
者
也
.
代
ν
君
不
v

の
性
に
図
て
士
口
瑞
と
い
ふ
事
、
此
聞
記
の
名
未
知
之
。
況
や
人
の
性
K

図
て
吉
凶
を
云
事
、
天
文
家
の
不
預
背
中
也
ロ
去
各
よ
り
初
容
迄
、
金
星

刷
出
砧
M
M

西
方
の
方
忙
出
て
甚
だ
大
陀
て
光
施
盛
也
。
大
白
星
時
と
し

τ如
此
な
る
耳、

天
経
或
問
に
共
理
有
之
。
単
調
は
大
白
の
大
な
る
時

を
、
上
元
或
は
奉
流
と
云
事
あ
る
か
、
未
知
之
。

辛
酉
の
年
除
夜
節
分
陀
て
、
共
日
庚
巾
K
W
M
る
事
嘉
吉
元
年
、
文
総

辛
酋
に
有
之
。
一
百
一
年
或
二
百
四
十
年
比
て
逃
吉
鮮
と
云
。
是
も

天
文
家
に
預
る
事
陀
あ
ら
や
'
。
除
夜
節
分
の
事
は
度
々
有
之
。
此
日

阪
市
に
常
り
、
此
歳
辛
酉
K
泊
り
た
る
と
て
、
何
の
故
を
以
て
世
田
鮮

と
す
る
故
。
殊
陀
骨
折
士
ロ
・
文
勉
の
頃
は
玄
明
岡
田
也
。
今
貞
享
暦
法
を
以

て
披
之
、
途
ふ
事
あ
ら
ん
甚
可
笑
の
悦
也
。

右
客
足
二
月
伴
忙
し
て
消
滅
す
。

有
調
印
致
点

す品

可
制

d
説
程
四
十
五

七
八
月
之
問
、

削
来
訪
州
有
=
大
水
災
↓

一
、
奥
村
織
部
委
の
奇
病

奥
村
伊
抽
出
守
弟
線
部
要
は
、
横
山
氏
兵
昨
仰
が
女
也
。
一
年
秘
結
の
病
あ

り
て
以
来
数
年
を
経
て
不
v

治
。
甚
肥
満
充
宜
し
、
周
身
に
糞
臭
の
無

可
=
以
不
'
戚
。
主
v
閣
不
v
可
--以
不
'
酬
問
。
宜
成
而
帥
m.

以
能
久
.
紬
醐
其
不
ν
昌
乎
.

而
反
以
鵠
v
立

円

何

半
女
子
大
奇

一
、
放
愛
子
植
妻
衣
織
。
操
登
ν
翠
見
v
之
。
以
v
注
ν
制
命
還
v
家
仰
附
ν
死
。

先
v
吐
凡
植
罪
事
行
馳
--
道
中
↓
問
司
馬
門
山
内
1

桜
大
怒
。
公
車
令
山
町
死
.

身
筋
俗
首
。
鍛
而
門
禁
版
制

d

至
v
時
計
公
草
令
↓
殺
-at

呉
川
叫
-
何
不
ν
怒
也
回

一
、
保
護
畳
間
過
a
於
骨
肉
プ
デ
減
忠
良
-
悲
vu沼
帥
封
殺

抽
認

。

一
、
土
岐
釈
稔
存
寄
の
趣
意
政
固

享
保
十
九
年
夏
嬬
州
詔
玄
唯
一
出
土
岐
丹
後
守
頼
稔
翁
=
京
都
照
司
代
吋

共
時
老
中
桧
千
右
京
大
夫
郷
貞
U
酬
請
哨
問
主
を
以
て
鴛
a
上
使
v

焚
W

訟で

頼
稔
路
司
代
の
俄
被
仰
上
候
。
殻
出
前
於
御
前
御
懇
意
の
上
窓
有
之
、

特
陀
先
年
日
光
御
拘
参
の
節
、
被
仰
付
候
御
鞍
鋭
、
召
心
宜
敷
思
召

御
秘
副
都
陀
候
得
共
、
此
度
上
京
に
付
被
下
世
候
旨
也
。
此
時
都
貞
亭

年
六
十
九
袋
、
誠
K
老
年
の
事
一
生
の
忠
ひ
山
、
何
事
か
是
陀
し
か

一

ん
と
訟
も
は
れ
、
都
迄
道
中
間
均
陀
莱
絞
皮
と
の
都
、
御
内
総
K
建
す
と

一

云
ロ
此
趣
陀
付
迫
て
丹
後
守
板
稔
存
容
の
趣

E
1
或
人
一
の
方
迄
被
申

賜
候
。
共
趣
如
左
。

、

某
た
ら
ね
智
悲
を
以
て
訟
も
ん
み
る
に
、
此
度
部
貞
従
来
の
風
情
、

八
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